ろうとし ていた。 

ど 

「何う した？」 

むきだ けいれん 

渋 沢 は、 眼球 を剝 出して、 顔 中 を 痙攣 させながら、 

膝 を 突いて、 土方へ 倒れ かかった。 土方が 避けた ので、 

打 伏しに 転がる と、 動か なくなった。 

「撃 たれたら しいが、 何処 を —— 」 

と、 思った が 見当が つかなかった。 

「顔で 無い と —— 鎧.^ を 射抜く 害 は 無い と II 」 

土方 は、 洋式 鉄砲の 威力が 何の 位の もの か、 この 戦 

争が 最初の 経験であった。 味方の フランス 式 伝習 隊の 

さつ ま 

兵 を 見る と、 旗本のへ っぴリ 侍ば かりで 薩 摩の ィ ギリ 



ス 仕込み だって、 これと同じだろう。 

き リこ 

(いよいよ 斬 込みと なったなら 鉄砲なん か 何の 役に I 

丄 

と、 思って いたが、 半 町の 距離で、 この 程度の 威力 

を 発揮 するとしたなら、 研究して おく 必要が あると 

思 つ た。 

つか まむ 

そして、 右手で、 肩 を 摑んで 真 向けに 転がす と、 半 

まみ 

分 眼 を 開いて 血に 塗れた 口 を、 大きく 開けて 死んで い 

たが、 顔に は、 何処も 傷が 無かった。 

(鎧の 胴 を 通す かしら) 

土方が、 胴 をみ ると、 小さい 穴が あいていた。 丁度、 



と、 叫んだ 声が したので、 振 向く と、 一人が、 額 か 

ら、 血 を 噴き出させて、 がくりと 前へ 倒れて しまった _ 

御 香 ノ宫の 塀に、 硝煙の 中から、 ちらちら 敵 兵の 姿 

が 見えて きた。 土方 は、 その 姿が 眼に 入る と共に 

「おのれ」 

ふんぬ 

と、 叫んで、 憤怒が、 血管の 中 を、 熱く 逆流した。 

その 瞬間、 七 八 人の 兵が 

いも ざ むら い 

「出た つ、 芋侍つ」 

つ けだもの 

と、 いう 叫びと 共に、 憑かれた 獣 のように、 走り 

出した。 真中の 一 人が、 よろめいた。 先頭の が、 槍 を 

片手で さし 上げて、 何 か 叫びながら、 少し 走る と、 倒 



「射 すくめられて 戦えぬなら、 いっそ 戦へ 出ん 方が よ 

ろしい」 

周 平 は、 こう 叫ぶ と 

「進め」 

片手 を 突いて 立 上る と、 右手の 槍 を 高く さし 上げて 

「力 力， w」 

と、 叫んだ。 軒下の 兵が、 走り出した。 両側から、 

二三 十 人ず つも、 往来へ、 雪崩れ 出した。 銃声が 激し 

くな つて 森 を 白煙で 隠す 位になる と、 倒れる 者、 よろ 

めく 者、 逃げて 入る 者、 伏せる 者、 みるみる 内に、 七 

八 人し かい なくなった。 



「周 平つ」 

きず 

土方 は、 近 藤 勇が、 大 阪で疵 養生 をして いていない 

から その 間に、 周 平 を 殺して は、 困る と 思った。 そし 

て、 立上り かける と、 周 平が よろめいて、 膝 をつ いた。 

「だからつ」 

土方 は、 大声に 叫んで 立つ と 同時に、 び ゆ I んと、 

力す 

耳 を 掠めた。 その 音と 一緒に、 折 敷に なって 

「誰か、 周 平つ」 

と、 叫んだ。 一人が、 周 平の 手 をと つて 肩へ かけよ 

うとして いたが、 二人共、 倒れて しまった。 

「誰かつ」 



一人 も、 周 平の 所へ 行く 者が 無かった。 

「も つ と 伏して」 

敵の 前で、 尻 を 敵に 見せて、 這いながら 退却す る 事 

は、 新撰 組の 面目と して 出来る 事でなかった。 人々 は、 

後方へ 後方へ と、 す さり 始めた。 

(危 かった) 

一人 は、 今、 自分が 伏していた 所へ、 弾丸が きて、 

土煙の 上った の を 見る と、 周章て て 四つ 這いに、 引下つ 



ら、 じりじり 這って 退いた。 

正月 元日だった。 吹き 下して くる 風が、 凍って いて、 

時々、 顔へ 砂 をぶ つかけ た。 硝煙の 臭が、 流れて きた。 

鎧が、 考えて いたよりも 重い し、 這う のに、 草摺が 

邪魔に なった。 袴 をつ けて いる 人 は、 平絹の、 仙 台 平 

のい い 袴 を 土 まみれに していた し、 黒 縮緬の 羽織に、 

紐 を かけ、 竹 胴 をつ けて いる 人 は、 水たまりに 袖 を 汚 

していた。 

組の 者の 外に、 誰も 見て はいなかった が、 敵の 前で、 

這って いるの を、 自分で、 苦笑し、 侮蔑し —— だが 

(次の 戦いで) 



「はい」 

「何 か 手柄した か」 

「中々、 鉄砲が —— 」 

「鉄砲が、 恐ろしい か」 

「貴下 方の ように、 胆が 勝れて いません ので、 つい I 

I」 

土方が 

「鉄砲 は、 胆を 選り好み しないよ」 

「あま まま ま I 

と、 大声で 笑った。 

川 堤に は、 引つ きり 無しに、 敗 兵が、 走ったり、 歩 



「未だつ いてきた のか」 

「はい」 

「貴公ら、 早く 江戸へ 戻れ」 

「はい」 

旗本 はそう 答え 乍ら、 衰弱 的な 眼で、 土方 を 見上げ 

た。 

戻る 道 —— それ は、 何う 成って いるか 判らなかった。 

戻っても、 何うな るか を 江戸に いて、 鎧まで 金に 代え 

ていた 旗本であった。 軍用金 を いくらか 貰って、 よう 

よう 息をつ いでき た 人であった。 

(新撰 組の 人達 は、 一 人で も、 暮らして 行ける 人 だか 



ら —— ) 

と、 考えて いた。 

「貴 隊へ御 加えの 程 を —— 」 

土方 は、 返事 をし ないで 入って 行った。 

「御 勝手 方 は、 何処 だ。 食事 だ。 食事 だ」 

と、 二三 人が 云った。 

「手前が、 心得て おります。 只今、 話して きます」 

旗本の 一 人が 走 出す と、 残りの 人々 も 

「暫く、 おまち 下さい」 

と 云って、 走って 行った。 



「うん」 

「鉄砲に、 手 も 足 も 出ん と は？」 

「貴公 は、 三 匁と、 五 匁 位より 知らん。 あいつ は、 五 

十 間 せいぜい 六十 間で 当てる の は むずかし いが、 洋式 

鉄砲 は、 二三 町 位で 利く。 一刀 流 も、 無念 流 も 無い。 

鎧 も、 甲 も、 ぷ すリぷ すりだ」 

「鎂 けられん か。 銃口 を 見て 何の 辺を靦 つてい るか I 

I」 

「あば まま ま I 

土方 は、 大笑いして 

はまぐり 

「 蛤 御門の 時より、 一 段の 進歩 だ。 それに 味方の 伝 



やゝ - 

力 」 

と、 云う と、 自分の 肩の 鉄砲 疵の事 を 思い出した。 

(これ は、 不意 討だった。 前に、 視 つてい る 奴が 見つ 

かったなら、 撃 たれ はしまい。 謙 信 は、 鉄砲ぐ るみ、 

兵 を 斬った 事 さえ ある) 

土方 は、 懐の 金 入から、 小さい 円い 玉 を 出して 

「これが、 弾丸 だ。 わしの 前へ 落ちた 奴 を、 ほじく り 

出して きた。 もう ニ寸の 所で、 やられる 所だった」 

近 藤 は、 じろ つと、 見た まま、 手に 取ろうと もしな 

かった。 



城 中から 逃げる 時に も、 将軍が、 天満 橋から、 茅 舟で、 

て んぽざ ん 

天 保 山へ 落ちた とすぐ 聞いて、 馬 を 飛ばした が、 間に 

合って、 この 舟に 乗る 事が 出来た。 同じように、 馬で 

くると 云って いた 友人 は 遅れたら しいが 

(彼奴 は、 紀 州へ 落ちた だろう、 然し、 紀州 だって、 

敵 か 味方 か、 判り はしない。 彦根 だって、 藤 堂 だって、 

敵に なった の だから —— 何ん て、 俺 は、 運の いい 男 だ 

ろう) 

と、 思ラと 

(何とかな るだろう) 

と、 自信が もてた。 



とであった。 二人 は、 丁寧に、 御 叩頭 をした。 

「八 王子に は 千 人 同心が、 少く とも 二 小隊 は 集る。 

菜 葉 服が 二 大隊、 これ も 御 味方しょう。 甲府 城に は、 

する が 

加藤駿 河の 手で、 三千 人、 それに、 旗本 を 加えて、 五 

千 人 は 立 所に 揃う であろう。 これで、 一 戦しょう で 無 

ヽ ゝ I 

レカ」 

「然し、 京都での、 新撰 組の 勢力と はちが うから、 吾々 

の 下へ 集って くるの が —— 」 

< ぼ. つ 

「それ は、 相当の 役所に なって、 公方の 命令と いう 事 

にしよう。 もし、 公方の 命令で 集らなかったら、 それ 

は 是非 もない 事 だ」 



七 八 百 人 やられ たんだ」 

二百 八十 人の 隊は、 二月 二十 七日の 朝 —— 霜の 白い、 

新 宿 大木 戸から、 甲 州 街道 を 進んだ。 二 門の 大砲が、 

馬の 背に つんであった。 神 奈川菜 葉隊が 後から きて、 

それ を 撃つ のであった。 それから、 いろいろの 種類の 

鉄砲が、 四十 挺。 

土方 は、 もっと 集める、 と 云った が、 金 も、 品物 も 

無かった し。 隊長の 近 藤が、 苦い 顔 をして 

「土方、 そんな 鉄砲な ど —— J 

止めてば かりいた。 

さんべ いたい 

撒 兵隊、 伝習 隊、 会津 兵、 旗本、 新撰 組、 それから 



「これつ」 

金 千代 は、 御 叩頭して 

「仕舞いまで 唄 を 聞かん といかん」 

あれ は、 芋 丘. *ハ を 

征伐せ よとの 

葵 の 御 紋じゃ 無い かいな 

「たわけつ」 

と、 云って、 会津 兵が 引 込んだ。 酌婦が、 その後 姿 

へ、 歯を剝 出した。 

「御前 今夜、 どうじ や」 

酌婦 は 手 を 握り 返して 



しっかり、 抱いて くんしよ」 

酌婦 は、 豚の ような 身体 を、 金 千代に、 すりつけた。 

一 人が 

「早馬 だ」 

と、 叫んだ。 腹 当へ、 大きく 「御用」 と、 朱書した 

馬に 乗った 侍が、 雪の 泥^ を 蹴って 走って きた。 

「留めろ」 

近 藤が 叫んだ。 二人の 旗 持が、 旗 を 振って 



「何処まで きた」 

「昨夜、 下 誠訪へ 入りました」 

「下 誡訪 o —— 甲府 まで 幾 里 あるかな」 

「十三 里です」 

「ここから、 甲府 まで も、 そんな もの か？」 

「ここから は 十七 里です」 

「十七 里 か？」 

近 藤 は、 土方に 

「急げば、 間に合おう。 敵に 入られて はならぬ。 土方、 

急ごう」 

土方 は、 寺に 



(慣れたら、 見える だろう) 

と、 思った。 

「もう 一 発」 

「隊長 殿、 ここから だと、 遠す ぎます よ」 

「黙って 打て」 

勇 は、 白い ものが、 眼 を 掠めた ように 感じた。 

(あれが、 弾丸の 道 だ。 研究して 見えぬ 事 は 無い) 

と 思った。 

ち うちう 

前面の 野、 林、 道に、 一斉に 白煙が、 濛々 と 立ち 込 

とどろ 

め た 瞬間、 銃声が 、 山 へ 素 晴ら しく 反響して、 轟き 渡つ 

た。 と、 同時に、 ぶ すっとい う 音が して、 土俵へ 弾丸 



(今に、 破裂す る) 

と、 兵 も、 近 藤 も、 土方 も、 じっと 凝視め ていた。 

だが、 破裂し なかった。 

「口火を切 つてない」 

一人が、 周章て て、 弾丸の 口火 をつ けて、 押 込んだ。 

銃声と、 砲声と が、 入り乱れ てきた。 兵の 後方で、 土 

煙が 噴出した。 山 鳴が して、 兵の 頭へ、 雨の ように 降つ 

てきた。 七 八 人の 兵が、 堡塁の 所へ、 しゃがんで しまつ 

た。 

四十 挺の 鉄砲 方の 外の 人々 は、 槍と、 刀と を 構えて、 

堡塁から、 顔 だけ 出して いた。 一人が 堡塁へ のしかか 



るよう に、 身体 を 寄せて 敵の 前進 を 眺めて いた。 

(成る 程、 遠くまで 届く もの だな) 

近 藤 は、 立 木の 背後で、 散兵線 を 作って、 整然とし 

て、 少しずつ 前進して くる 敵に、 軽蔑と、 感心と を 混 

合して、 眺めて いた。 

七 

近 藤 は、 刀へ 手 を かけて、 弾丸の 隙 を ねらって いる 

ように —— 実際、 近 藤 は、 び ゆ— んと、 絶 間な く 飛ん 

でく る 弾丸に、 激怒と、 堪え きれぬ うるさ さと を 感じ 



ていた。 一寸した 隙 さえあった なら、 その 音の 中の 隙 

をく ぐって、 斬 崩す 事が できる と 考えて いた。 

「くそ つ 」 

誰かが、 こう 叫ぶ 声が すると、 大きい 身体と、 白刃 

とが 近 藤の 眼の 隅に 閃いた。 

(やった な) 

と、 一 足 踏 出した 途端、 その 男 は、 刀 を 頭上に 振 上 

げた まま、 よろめき よろめき 二三 歩 進んだ。 そして、 

地の 凹みに 足 を とられて、 立 木へ 倒れ かかって、 やつ 

と、 左手で、 木に 鎚 つて 支えた。 

(負傷した な) 



と、 近 藤 は 思った。 

(鈴 田 だ) 

う つむ 

その 男が、 立 木へ 手 を かけて 俯 いた 横顔 をみ て 思つ 

た。 その 途端 鈴 田の 凭れて いる 木の 枝が、 べきん と、 

裂き 折れて、 大きい 枝が、 鈴 田の 頭、 すれすれ にぶら 

下った。 

「鈴 田つ」 

鈴 田の 脚 元に、 小さい 土煙が 立った。 鈴 田 は、 刀 を 

杖に、 よろめきつつ、 二三 歩 引返す と、 倒れて しまつ 

た。 

敵の 兵 は、 未だ 一町 余の 下にいた。 そして、 立 木の 



あぜ 

蔭、 田の 畔、 百姓家の 壁に 隠れて、 白い 煙 を、 上げて 

いる だけであった。 

近 藤 は、 墨染 で、 肩 を 撃 たれた 事 を 思 出した。 小さ 

い、 あんな 鼻糞の ような ものが、 一 つ 当る と、 死ぬな 

ど、 考えられなかった。 二十 年、 三十 年と 研究 練磨し 

てきた 天然 理心 流の 奥伝よりも 鋭く 人 を 倒す 弾丸 —— - 

たま 

小さい 円い 丸 —— それが、 百姓 兵の、 芋侍に もたれて、 

三日、 五日 稽古す ると、 こうして、 近 藤が、 この 木の 

蔭に いても、 何う する 事 も 手 も 足 も 出 無い ように 



(馬鹿らしい) 



と、 思った が、 同時に、 恐怖に 似た ものと、 絶望と 

を 感じた。 土方 は、 堡塁の 所から、 首 だけ 出して、 何 

か 叫んで いた。 

「あつ、 敵が、 敵が I 」 

一人が 叫んで、 立 上った。 兵の 首が、 一斉に、 その 

方 を 振 向いた。 山の 側面に、 ちらちら 敵の 白櫸が 見え 

て、 ぼつぼつと、 白煙が 立ち、 小さい 音が した。 近 藤 

は 前に は 立 木が あるが、 後方に 援護 物が 無 い と 思 う と 

「退却つ、 あすこまで —— 」 

と、 叫んで、 一番に 走り出した。 ぴゅ ー んと、 音が 

すると、 一 寸首 をす くめた。 



近 藤 は、 自分の 撃 たれた 時には、 判らなかった が、 

すぐ 眼の 前で、 他人の 撃 たれる の を 見る と、 すぐ 

(準備 を 仕直して、 もう 一戦 だ。 このまま では 戦えぬ) 

と 思った。 口惜し さと、 焦燥と、 憤怒と で 眼 は 輝い 

ていたが 

「土方つ、 退却つ」 

と、 怒鳴って、 手 を 振った。 刀 を さしてい るの が、 

馬鹿馬鹿しい ようだった。 二三 十 年 無駄に したよう な 

気になった。 土方の 方が 俺より 利口 だと 思った。 

一 寸振 向く と、 敵 は、 未だ、 隠れた ままで 射撃して 

いた。 そして 空に 耳許に、 頭上に、 弾丸の 唸りが 響い 



ていて、 立 木へ、 土地へ 、砂嚢へ、 ぶす つぶす つと 時々 

弾丸が 当った。 

(こんな 物で、 死ぬ？ そんな) 

と、 思って 金 千代 を 見る と、 口 を 開けて、 両手 を だ 

らリ と、 友人の 膝の 両側へ 垂れて いた。 

「捨てて おけ、 馬鹿つ」 

近 藤 は、 弾丸に 当って 死んだ 奴に、 反感 を もった。 

何う かして いやがる と 思った。 

金 千代 は 額から 全身へ、 灼ぃ 細い ものが 突剌 したと 

感じる と、 すぐ、 半分 意識が 無くなった。 その 半分の 

意識で 



(俺 はとうとう 弾丸と いう 奴 をく つ たな) 

と 思った。 

(だが、 斬られる より は 痛くない。 暗い、 暗い、 —— 

竜 作、 もっと 大きい 声で —— 暗くて、 大地が 下へ 落ち 

て 行く、 もっと、 しっかり 俺の 手 を 握りし めて くれ I 

I 咽喉が 渴 いた —— 竜 作 —— 黙って いないで 何 か 云つ 

て くれ。 俺 は 死ぬ らしい II ) 

竜 作 は 立とうと して、 すぐ 腹這いに なった。 そして、 

誰も 見て いないの が 判る と、 そのまま 四つ 這で、 周章 

くぼち 

てて、 凹地の 所まで 走った。 

勇 は、 後方に 繫 いであった 馬の 所へ 行って、 手綱 を 



たにかん じょう 

解いて いた。 丁度 その 時、 谷 干城と、 片 岡健吉 とが、 

先頭に 刀 を 振って、 走 出して きた 所であった。 二三 人 

の 味方が、 その 方へ 走って いた。 勇 は 行こうかと も 

思った が、 何んだ か 馬鹿らしかった。 というよりも 撃 

たれた ような 気がした。 

(今夜 考えて みょう。 俺 は 三十 余 年、 剣術 を 稽古した。 

その 俺より、 百姓の 鉄砲の 方が 効能が ある。 これ は考 

え 無くて はならぬ 事 だ) 

勇 は 馬に 乗った。 そして 真 先に 退却す ると 同時に、 

甲 陽 鎮撫 隊は 総崩れに なって、 吾 勝ちに 山 を 走り 登り 

かけた。 



つまず 

竜 作 は、 躓 いたり、 滑ったり しながら、 なるべく 街 

道へ 一直線に 到着し ようと、 手 を、 頰を、 笹に いばら 

に 募つ けつつ、 楼き 上った。 

(江戸へ 逃げて 行って 何う にかなる だろう。 何う 

にも 成らなかったら、 鉄砲に うたれ て やら あ、 切腹す 

るよりも 楽ら しい。 金 千代 は、 楽そう な 顔 をして、 死 

んで いやがった。 然し、 妙な 得物 だ。 もう、 武士 は駄 

目に な つた) 

眼 を 上げる と、 近 藤の 姿 も、 土方の 姿 も 無かった。 



底本 ： 「新選 組 興亡 録」 角 川 文庫、 角 川 書店 

2003 (平成^) 年^ 月 お 日 初版 発行 

底本の 親 本" 「新選 組 傑作 コレクション. 興亡の 巻」 河 

出 書房 新 社 

1 9 9 o (平成 21 年 5 月 

初出 ： 「文藝春秋 増刊 • ォ— ル讀物 号」 文藝春秋 

1930 (昭和 5) 年 7 月 号 

入力 ： 大久保 ゆう 

校正 .. norik:o SEdto 

2 00 4年0°月：！：曰作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 



この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



